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3年ぶりの収穫祭
（久之浜）▶

▲マルヤス産業の畑で育った
　立派なキャベツ

▲技術指導を
受ける生産者

ピーマンの栽培ピーマンの栽培ピーマンの栽培

ほ場の木を確認
しながらスキル
アップ▶

　早
い
も
の
で
現
農
業
委
員
の
任

期
も
残
り
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
と
し
て
振
り
返
れ

ば
２
年
ば
か
り
で
す
が
、
農
業
行

政
に
お
け
る
地
域
農
業
の
発
展
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
い
、
自
分
な
り

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
編
集

す
る
と
い
う
役
割
も
、
た
く
さ

ん
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
を
生
か
し
て
情
報
収
集
や

執
筆
に
あ
た
っ
て
お
り
、
農
業
の

課
題
、
農
業
者
の
活
動
、
農
業
の

各
種
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　遊
休
農
地
の
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
、
農
業
者
年
金
の
加

入
推
進
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
や
る

べ
き
事
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
２
年
間
で
、
ニ
ュ
ー
ス
で

も
家
庭
や
知
人
と
の
会
話
で
も

「
農
」
を
大
き
く
取
り
上
げ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　家
庭
で
は
食
を
守
る
役
割
を

担
う
私
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

ご
家
庭
か
ら
も

「
お
米
や
野
菜
が

お
い
し
い
」
そ
ん

な
幸
せ
い
っ
ぱ
い

の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
け

た
ら
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　活
力
あ
る
女
性

農
業
委
員
と
し
て
、

残
り
１
年
も
精
一

杯
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　JA福島さくら遠野支店ではピーマンの
栽培が推進されていて、生産者6名で取
り組みを始めてから今年で３年目になり
ます。令和４年度は７aの畑で栽培され
ました。
　ピーマンの栽培には木の勢いが大切な
のですが、実がなりだすと枝が実の重さ
に耐えられなくなり折れてしまうことも
あります。そのため、列ごとに支柱を立
ててネットを横に三段ほど張り巡らせた
り、木の枝ぶりを見ながら剪定をしたり
して、木が実の重さに負けないようにし
ています。
　収穫は、実が大きすぎても、小さすぎ
てもいけないので、見本のキーホルダー
とピーマンをにらめっこしながら収穫し
ています。
　写真は畑に植えられてから約２ヵ月後
のピーマンで、指導員から生産にあたっ
ての技術指導を受けているところです。
　生産者は、指導員から病害虫の発生状
況や生理障害に関しての対策について、
ほ場の木を確認しながら教わってスキル
アップを図っています。
　ピーマンの栽培は市内の他の地区でも
取り組まれており、市全体で約40名の生
産者がいるそうです。もしスーパーなど
でJA福島さくらの名前の入ったピーマン
を見かけたら、ぜひ手に取ってご覧にな
って頂きたいと思います。

トピックストピックス

編
集
後
記

編
集
後
記

生田目祥明副編集長蛭田元起編集長 ・
志 賀 　 幸 ・ 田 子 耕 一 岡 村 泰 典・

新 妻 信 夫菅 野 　 綾 ・

（
執
筆

　志
賀
幸
）

（
撮
影
・
執
筆

　岡
村
泰
典
）

　天
栄
村
に
拠
点
を
構
え
る
マ

ル
ヤ
ス
産
業
株
式
会
社
は
、
い

わ
き
市
内
の
荒
廃
し
て
し
ま
っ

た
農
地
を
農
地
中
間
管
理
機
構

を
通
し
て
借
用
し
、
除
草
か
ら

耕
起
し
て
農
地
の
整
備
を
行
い
、

い
わ
き
の
暖
か
い
気
候
を
活
か

し
て
す
ば
ら
し
い
野
菜
畑
へ
と

復
活
さ
せ
ま
し
た
。

食
べ
て
笑
顔
が
出
る
野
菜
作
り

　マ
ル
ヤ
ス
産
業
は
、
産
業
廃

棄
物
の
中
間
処
理
（
堆
肥
化
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
場
や
畑

で
残
っ
た
残
渣
を
回
収
し
、
微

生
物
で
発
酵
を
促
進
し
、
イ
オ

ン
化
と
ミ
ネ
ラ
ル
で
臭
い
の
少

な
い
堆
肥
を
製
造
。
そ
の
堆
肥

を
使
っ
て
畑
の
土
を
作
り
、
そ

の
畑
で
野
菜
を
栽
培
し
、
出
荷

販
売
し
て
い
ま
す
。

　マ
ル
ヤ
ス
産
業
は
、
こ
の
食

品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
を
構
築

し
、
野
菜
を
食
べ
る
方
の
健
康

を
願
っ
て
、
安
全
で
ミ
ネ
ラ
ル

を
多
く
含
む
お
い
し
い
野
菜
、

食
べ
て
元
気
が
も
ら
え
る
野
菜

作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
、
食
べ
て
笑
顔
が
出
る

野
菜
を
提
供
し
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

浜
通
り
地
区
で
の
野
菜
作
り
を

拡
大　マ

ル
ヤ
ス
産
業
は
、2
0
1
8

年
に
久
之
浜
地
区
で
野
菜
作
り

を
開
始
し
、
2
0
2
1
年
に
は
、

四
倉
下
仁
井
田
地
区
で
約
5
ha

の
農
地
を
借
り
て
キ
ャ
ベ
ツ
の

栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
ほ
場
整
備
が
進
ん
で
い
る

平
神
谷
地
区
で
も
野
菜
の
栽
培

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

　こ
れ
に
よ
り
市
内
の
作
付
け

総
面
積
が

　ha
を
超
え
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
祭
開
催
で
地
域
貢
献

　マ
ル
ヤ
ス
産
業
で
は
、
い
わ

き
で
耕
作
を
開
始
し
た
当
時
か

ら
、
収
穫
祭
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
2
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
2
月
に
3
年

ぶ
り
の
収
穫
祭
を
久
之
浜
で
開

催
し
、
始
ま
る
前
か
ら
大
行
列

が
で
き
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　参
加
し
た
方
の
中
に
は
、

『
こ
の
収
穫
祭
を
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
』
と
言
う
方
も
多
く
、

参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
収
穫
祭

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　安
田
社
長
は
、「
皆
様
の
笑
顔

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
収
穫
祭
が
出

来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
わ
き
で
暖
か
い
気
候
を
活
か
し
た
野
菜
作
り

い
わ
き
で
暖
か
い
気
候
を
活
か
し
た
野
菜
作
り

い
わ
き
で
暖
か
い
気
候
を
活
か
し
た
野
菜
作
り

工
房
け
や
き
へ
提
供
す
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫
し
た

農
家
の
山
野
辺
さ
ん

工
房
け
や
き
へ
提
供
す
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫
し
た

農
家
の
山
野
辺
さ
ん

いわき市産新米を仕入れ

工房へ大根を提供しに訪れた山野辺さん

いわき市産新米を仕入れ

工房へ大根を提供しに訪れた山野辺さん

地場産品を使った
工房けやきのお弁当
地場産品を使った
工房けやきのお弁当

遠野
地区

（執筆　生田目祥明）
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農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.56
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情
報の収集・提供を行っています。売買・貸借
等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

◆売りたい ◆貸したい
農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

1

2

田

畑

24.03

82.33

四倉町字田戸前　　　（7筆）

平上平窪字原田　　　（5筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
1

2

田

畑

40.76

19.60

常磐馬玉町入ノ作　　（4筆）

常磐馬玉町入ノ作　　（1筆）

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

◎
農
業
者
だ
け
が
加
入

　で
き
る
国
民
年
金
の

　上
乗
せ
の
公
的
年
金

　で
す
。

◎
少
子
高
齢
時
代
に
強

　い
積
立
方
式
・
確
定

　拠
出
型
で
す
。

◎
月
額
保
険
料
を
自
分

　で
決
め
ら
れ
ま
す

　
　

（
２
万
円
か
ら
６
万
７

　千
円
の
範
囲
内
の
千

　円
単
位
）。

◎
終
身
年
金
で
す
。
80

　歳
前
に
な
く
な
っ
た

　場
合
に
は
死
亡
一
時

　金
が
あ
り
ま
す
。

◎
任
意
脱
退
が
可
能
で

　す
。
脱
退
一
時
金
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
険
料
は
全
額
社
会

　保
険
料
控
除
の
対
象
、

　年
金
資
産
の
運
用
益

　も
非
課
税
で
す
。

◎
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

　加
入
期
間
に
応
じ
、

　任
意
脱
退
し
て
も
将

　来
受
給
で
き
る
年
金

　額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◎
加
入
後
は
、
国
民
年

　金
の
付
加
年
金
（
月

　額
４
０
０
円
）
に
加

　入
し
て
い
た
だ
く
必

　要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農業者年金に加入できません

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！

あ
な
た
は
20
歳

以
上
で
60
歳
未

満
で
す
か
？

国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者

で
す
か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
か
？

は　い いいえいいえいいえ

い
い
え

は

　い

は

　い

は

　い

農
政
振
興
係

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
（
2
2
）7
5
3
4

○農業者年金基金のホームページで、あなたの農業者年金額のシミュレーションができます。
○加入しているかどうかを問わず、制度や手続きについて、専門相談員に
　質問や相談ができます。
　専門相談員　03-3502-3199　　※平日午前９時から午後５時まで
　詳しくは、農業者年金基金 　検索　https://www.nounen.go.jp　

メ
リ
ッ
ト
が
多
い

制
度
で
す
。ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

いわき市農業委員会だより 第197号（2）2023年（令和５年）7月1日いわき市農業委員会だより（5）第197号 2023年（令和５年）7月1日

農作業労働賃金
標準額について
アンケート

　農業委員会では、農作業受委託において、委託者及び受託者間で適正な労働賃金を設定できるよう、
その目安となる農作業労働賃金標準額を毎年定めております。
　この度、令和６年農作業労働賃金標準額の策定に向けて、農作業労働賃金
標準額を利活用されている皆様のご意見を伺うため、アンケート調査を実施
しますのでご協力お願いします。

期　間　令和５年７月１日から７月31日まで
方　法　アンケート調査用投稿フォームから回答をお願いします。
　　　　☞　スマートフォンからは、下記のＱＲコードから回答してください。

　　　　☞　いわき市農業委員会ホームページからも回答いただけます。
　　　　　 （URL）https://www.city.iwaki. lg.jp/www/contents/1683763406720/index.html

　　　　　　（市ホームページから、農作業労働賃金標準額 で検索）

農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！

アンケート調査用投稿フォームＱＲコード

◎掲載している農地に関するお問い合わせは、7月3日（月）午前８時30分から受付開始します。

お問い合わせ先　　農地調査係　　☎（22）7574

お問い合わせ先　農業委員会事務局 農政振興係　☎（22）7534

遠野町での地域の話し合いの様子

小川町福岡地区の目標地図の素案

　農業委員会では、地域計画に必要な「目標地

図の素案」を作成することになります。

　「目標地図の素案」は、農地１筆毎に出し手や

受け手の意向、今後の農業経営についての意向

をアンケート調査で確認します。

　話し合いの進んでいる地域から順次アンケー

ト調査を実施していきますので、ご協力をお願

いします。

《アンケート調査の内容》
　〇１筆毎に今後の農地の利用の確認
　〇農業経営に関する意向　など

《アンケート調査の方法》
　〇地域単位で、アンケート調査用紙を配
　　付します。
　〇配付や集約の方法は地域毎に異なりま
　　す。
　〇アンケート調査結果を基に目標地図の素
　　案を作成します。
　　※既に「目標地図の素案」が作成されている

　　　地域はアンケート調査はありません。

目標地図の素案の作成

地域での話し合い活動

目標地図の素案の作成

地域での話し合い活動

目標地図の素案の作成

地域での話し合い活動

　農業経営基盤強化促進法の改正により、農業の将来の在り方、農業上の利用が行われる農用

地等の効率的かつ総合的な利用を図るため、従来の「人・農地プラン」が「地域計画」として

法定化され、策定に向けて各地域での話し合いが始まっています。

　農業経営は、高齢化や担い手不足など、共通の

課題もありますが、平地と中山間地に違いがある

ように、地域毎に様々な課題が考えられます。

　これからの農業や農地をどうしていくか・・・

　目標地図は、経営拡大や縮小、就農や離農など

様々な意見を反映し、地域の皆様と一緒に作成し

ていくものです。

　市生産振興課と農業委員会、関係機関が協力

し、作成していきますので、お気軽にお問い合わ

せください。

　

いわき市生産振興課 ☎（22）1148
地域計画に関するお問い合わせ

☎（22）7574
目標地図の素案に関するお問い合わせ

地域計画の策定がはじまっています地域計画の策定がはじまっています

いわき市農業委員会



▲ネギ畑で土寄せ作業をする昌平さん

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

いわき市農業委員会だより 第197号（4）2023年（令和５年）7月1日いわき市農業委員会だより（3）第197号 2023年（令和５年）7月1日
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回
は
、
平
北
目
町
の
「
社
会
福
祉
法
人
・
希
望
の

杜
福
祉
会
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

　こ
の
法
人
は
、
す
べ
て
の
障
が
い
者
が
、
地
域
社
会

に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
運
営
し
て
い
る

「
け
や
き
共
同
作
業
所
」
や
「
工
房
け
や
き
」
で
は
、

主
に
市
内
産
農
産
物
を
使
用
し
て
、
一
般
向
け
配
食
、

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
総
菜
販
売
等
の
授
産
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　私
が
訪
れ
て
い
た
と
き
丁
度
、
見
た
目
が
悪
か
っ
た

り
し
て
売
り
物
に
な
ら
な
い
大
根
を
持
っ
て
き
て
い
た

農
家
の
方
は
、
こ
の
よ
う
な
施
設
で
利
用
し
て
も
ら
え

る
な
ら
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
農
産
物
も
無
駄
に
な
ら
ず

う
れ
し
い
こ
と
だ
。
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ
上
か
ら
も
大
事

な
こ
と
だ
と
笑
顔
で
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
後
日
、

収
穫
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
畑
も
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　法
人
の
菅
原
理
事
長
も
、
店
頭
に
並
べ
ら
れ
な
い
農

産
物
を
法
人
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
農

産
物
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
な
ら
協
力
し
た
い
の
で
、
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
法
人

の
将
来
構
想
と
し
て
、
地
域
共
生
社
会
の
構
築
を
念
頭

に
、
法
人
が
自
ら
農
地
を
所
有
し
農
業
生
産
を
行
う
福

祉
参
入
型
の
農
福
連
携
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
熱
く

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　農
業
離
れ
や
後
継
者
不
足
に
悩
む
農
業
界
に
と
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
農
福
連
携
も
、
企
業
参
入
に
こ
だ
わ
ら
な

い
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
取
材
で
し
た
。

　希
望
の
杜
福
祉
会
の
連
絡
先
は
、
☎
（
3
8
）

3
2
0
1
で
す
。

　
　
　

　今
回
は
平
赤
沼
地
区
で
ネ
ギ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
門
馬

青
果
代
表
の
門
馬
清
次
さ
ん
と

門
馬
昌
平
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　門
馬
さ
ん
親
子
は
、
祖
父
の

代
か
ら
続
い
て
い
る
ネ
ギ
と
他

の
野
菜
等
の
集
荷
業
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
、
労
働
力
の
軽
減
と

面
積
拡
大
を
目
指
す
た
め
に
、

各
作
業
を
効
率
的
に
行
う
機
械

化
に
取
り
組
み
、
家
族
と
パ
ー

ト
社
員
と
で
２
・
５
ha
の
面
積
で

ネ
ギ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　収
穫
し
た
ネ
ギ
は
、
「
ネ
ギ

の
生
長
と
生
産
者
の
生
長
」

と
の
思
い
を
の
せ
て
「
育
ち

ざ
か
り
」
と
い
う
愛
称
で
市

場
に
出
荷
し
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　門
馬
さ
ん
た
ち
の
ネ
ギ
栽
培

面
積
の
拡
大
の
背
景
に
は
、
地

域
の
遊
休
農
地
化
の
未
然
防
止

に
あ
り
ま
す
。

　地
域
農
家
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
遊
休
農
地
化
し

そ
う
な
畑
を
借
り
受
け
て
栽
培

面
積
を
増
や
し
、
近
隣
農
家

に
も
協
力
を
得
な
が
ら
ネ
ギ
の

品
質
の
維
持
、

統
一
に
努
め
て

い
ま
す
。

　「
近
年
の
気

象
状
況
は
ネ
ギ

の
成
長
に
影
響

が
あ
り
ま
す
」

と
昌
平
さ
ん
。

「
台
風
等
に
よ
る
大
雨
で
ほ
場

に
水
が
溜
ま
る
と
、
生
育
不
良
、

病
気
の
多
発
、
害
虫
の
発
生
な

ど
管
理
に
は
苦
労
が
あ
る
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　梅
雨
の
頃
か
ら
初
秋
ま
で
の

時
期
は
栽
培
が
難
し
い
と
さ
れ

て
き
た
一
本
ネ
ギ
が
、
近
年
改

良
さ
れ
た
品
種
の
普
及
に
よ
っ

て
周
年
栽
培
が
可
能
と
な
っ
た

た
め
、
今
後
は
ネ
ギ
収
穫
量
の

拡
大
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　常
に
最
新
の
技
術
や
設
備
情

報
に
耳
を
傾
け
、
地
域
ぐ
る
み

で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
品
質

向
上
に
励
む
門
馬
さ
ん
親
子
、

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人
門
馬

　清
次
さ
ん（
69
歳
）

昌
平
さ
ん（
39
歳
）

せ
い
じ

も
ん
ま

し
ょ
う
へ
い

（
撮
影
・
執
筆

　田
子
耕
一
）

（
撮
影
・
執
筆

　新
妻
信
夫
）

実施スケジュール
8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 ・・・・ 概ね6か月後

　同パトロールのため、農業委員や農地利用最

適化推進委員が農地に立ち入ることがあります

ので、ご協力をお願いします。

　所有者の意向を踏まえ、農地を効率的に利用

できるよう、農地中間管理機構への貸し出し

や、本紙面「農地流動化情報」への掲載などの

支援を行います。

　遊休農地や遊休化のおそれのある農地に関し
ては、所有者・借受人に今後の利用方法の意向
を確認するための書類を郵送しますので、必ず
返信してください。

農地パトロールへのご協力を

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を農地パトロールへのご協力を

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を

農地パトロール
（農業委員・推進委員による

利用状況調査）

利用意向調査
（所有者等へ調査票を送付
→意向を記入し返信）

意向に沿った支援など
（農地中間管理機構への

貸し出し支援等）

現地確認など
（自ら耕作・貸し出し
を行う意向の農地）

　毎年８月から11月を農地パトロール強化月間として、農業委員と農地利用最適化推進委員、事

務局職員が、①地域の農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発生防止・解消、③違反転用の発

生防止・早期発見－を目的に現地調査を実施するものです。また、広報車や市ホームページ等の広報

活動を通じて、市民の皆様へ制度の普及啓発を図ります。

農地調査係 ☎（22）7574
ご不明な点はお問い合わせください

8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！

　農
業
委
員
会
は
３
月
６
日
、
J
A
福
島
さ
く
ら
い
わ
き
統

括
セ
ン
タ
ー
で
J
A
福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
（
以
下
、

J
A
福
島
さ
く
ら
）
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
J
A
福
島
さ
く
ら
の
い
わ
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地
区
の
理
事
10
名

と
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農
業
委
員
９
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
8
名
ら
が

参
加
し
、
様
々
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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や
農
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の
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な
ど
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こ
と
は

担
い
手
へ
の
集
積
や
機
械
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に
よ
る
収
穫
量
の
増
加
が
期

待
で
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る
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る
」
こ
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「
コ
ロ
ナ
禍
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地
区
の
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や
説
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農
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者
同
士
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の
繋
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希
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地
域
農
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は
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顔
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え
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こ
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有
し
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足
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遊
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ど
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緊
の
課
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あ
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今
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J
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福
島
さ
く
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と
協
力
し
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地
域
農
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の
持

続
的
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展
に
努

め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

J
A
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

J
A
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

▲3月に行われたJAとの意見交換会
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利用意向調査
（所有者等へ調査票を送付
→意向を記入し返信）

意向に沿った支援など
（農地中間管理機構への

貸し出し支援等）

現地確認など
（自ら耕作・貸し出し
を行う意向の農地）

　毎年８月から11月を農地パトロール強化月間として、農業委員と農地利用最適化推進委員、事

務局職員が、①地域の農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発生防止・解消、③違反転用の発

生防止・早期発見－を目的に現地調査を実施するものです。また、広報車や市ホームページ等の広報

活動を通じて、市民の皆様へ制度の普及啓発を図ります。

農地調査係 ☎（22）7574
ご不明な点はお問い合わせください

8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！

　農
業
委
員
会
は
３
月
６
日
、
J
A
福
島
さ
く
ら
い
わ
き
統

括
セ
ン
タ
ー
で
J
A
福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
（
以
下
、

J
A
福
島
さ
く
ら
）
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
J
A
福
島
さ
く
ら
の
い
わ
き
地
区
の
理
事
10
名

と
、
農
業
委
員
９
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
8
名
ら
が

参
加
し
、
様
々
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
安
定
的
な
水
路
や
農

道
の
確
保
な
ど
、
営
農
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

担
い
手
へ
の
集
積
や
機
械
化
に
よ
る
収
穫
量
の
増
加
が
期

待
で
き
る
た
め
重
要
で
あ
る
」
こ
と
や
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で

地
区
の
話
し
合
い
や
説
明
会
の
場
が
減
り
、
農
業
者
同
士

の
心
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
地
域
農

業
に
は
、
農
業
者
同
士
の
顔
が
見
え
、
心
が
通
い
あ
う
関

係
が
重
要
で
あ
る
」
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し

ま
し
た
。

　農
業
界
は
、
高

齢
化
や
担
い
手

不
足
、
遊
休
農

地
の
増
加
な
ど
、

喫
緊
の
課
題
が

多
く
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
、

J
A
福
島
さ
く

ら
と
協
力
し
て

地
域
農
業
の
持

続
的
発
展
に
努

め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

J
A
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

J
A
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

▲3月に行われたJAとの意見交換会
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　農業委員会では、耕作を目的とする農地情
報の収集・提供を行っています。売買・貸借
等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

◆売りたい ◆貸したい
農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

1

2

田

畑

24.03

82.33

四倉町字田戸前　　　（7筆）

平上平窪字原田　　　（5筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
1

2

田

畑

40.76

19.60

常磐馬玉町入ノ作　　（4筆）

常磐馬玉町入ノ作　　（1筆）

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

◎
農
業
者
だ
け
が
加
入

　で
き
る
国
民
年
金
の

　上
乗
せ
の
公
的
年
金

　で
す
。

◎
少
子
高
齢
時
代
に
強

　い
積
立
方
式
・
確
定

　拠
出
型
で
す
。

◎
月
額
保
険
料
を
自
分

　で
決
め
ら
れ
ま
す

　
　

（
２
万
円
か
ら
６
万
７

　千
円
の
範
囲
内
の
千

　円
単
位
）。

◎
終
身
年
金
で
す
。
80

　歳
前
に
な
く
な
っ
た

　場
合
に
は
死
亡
一
時

　金
が
あ
り
ま
す
。

◎
任
意
脱
退
が
可
能
で

　す
。
脱
退
一
時
金
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
険
料
は
全
額
社
会

　保
険
料
控
除
の
対
象
、

　年
金
資
産
の
運
用
益

　も
非
課
税
で
す
。

◎
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

　加
入
期
間
に
応
じ
、

　任
意
脱
退
し
て
も
将

　来
受
給
で
き
る
年
金

　額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◎
加
入
後
は
、
国
民
年

　金
の
付
加
年
金
（
月

　額
４
０
０
円
）
に
加

　入
し
て
い
た
だ
く
必

　要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農業者年金に加入できません

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！

あ
な
た
は
20
歳

以
上
で
60
歳
未

満
で
す
か
？

国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者

で
す
か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
か
？

は　い いいえいいえいいえ

い
い
え

は

　い

は

　い

は

　い

農
政
振
興
係

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
（
2
2
）7
5
3
4

○農業者年金基金のホームページで、あなたの農業者年金額のシミュレーションができます。
○加入しているかどうかを問わず、制度や手続きについて、専門相談員に
　質問や相談ができます。
　専門相談員　03-3502-3199　　※平日午前９時から午後５時まで
　詳しくは、農業者年金基金 　検索　https://www.nounen.go.jp　

メ
リ
ッ
ト
が
多
い

制
度
で
す
。ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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農作業労働賃金
標準額について
アンケート

　農業委員会では、農作業受委託において、委託者及び受託者間で適正な労働賃金を設定できるよう、
その目安となる農作業労働賃金標準額を毎年定めております。
　この度、令和６年農作業労働賃金標準額の策定に向けて、農作業労働賃金
標準額を利活用されている皆様のご意見を伺うため、アンケート調査を実施
しますのでご協力お願いします。

期　間　令和５年７月１日から７月31日まで
方　法　アンケート調査用投稿フォームから回答をお願いします。
　　　　☞　スマートフォンからは、下記のＱＲコードから回答してください。

　　　　☞　いわき市農業委員会ホームページからも回答いただけます。
　　　　　 （URL）https://www.city.iwaki. lg.jp/www/contents/1683763406720/index.html

　　　　　　（市ホームページから、農作業労働賃金標準額 で検索）

農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！

アンケート調査用投稿フォームＱＲコード

◎掲載している農地に関するお問い合わせは、7月3日（月）午前８時30分から受付開始します。

お問い合わせ先　　農地調査係　　☎（22）7574

お問い合わせ先　農業委員会事務局 農政振興係　☎（22）7534

遠野町での地域の話し合いの様子

小川町福岡地区の目標地図の素案

　農業委員会では、地域計画に必要な「目標地

図の素案」を作成することになります。

　「目標地図の素案」は、農地１筆毎に出し手や

受け手の意向、今後の農業経営についての意向

をアンケート調査で確認します。

　話し合いの進んでいる地域から順次アンケー

ト調査を実施していきますので、ご協力をお願

いします。

《アンケート調査の内容》
　〇１筆毎に今後の農地の利用の確認
　〇農業経営に関する意向　など

《アンケート調査の方法》
　〇地域単位で、アンケート調査用紙を配
　　付します。
　〇配付や集約の方法は地域毎に異なりま
　　す。
　〇アンケート調査結果を基に目標地図の素
　　案を作成します。
　　※既に「目標地図の素案」が作成されている

　　　地域はアンケート調査はありません。

目標地図の素案の作成

地域での話し合い活動

目標地図の素案の作成

地域での話し合い活動

目標地図の素案の作成

地域での話し合い活動

　農業経営基盤強化促進法の改正により、農業の将来の在り方、農業上の利用が行われる農用

地等の効率的かつ総合的な利用を図るため、従来の「人・農地プラン」が「地域計画」として

法定化され、策定に向けて各地域での話し合いが始まっています。

　農業経営は、高齢化や担い手不足など、共通の

課題もありますが、平地と中山間地に違いがある

ように、地域毎に様々な課題が考えられます。

　これからの農業や農地をどうしていくか・・・

　目標地図は、経営拡大や縮小、就農や離農など

様々な意見を反映し、地域の皆様と一緒に作成し

ていくものです。

　市生産振興課と農業委員会、関係機関が協力

し、作成していきますので、お気軽にお問い合わ

せください。

　

いわき市生産振興課 ☎（22）1148
地域計画に関するお問い合わせ

☎（22）7574
目標地図の素案に関するお問い合わせ

地域計画の策定がはじまっています地域計画の策定がはじまっています

いわき市農業委員会
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3年ぶりの収穫祭
（久之浜）▶

▲マルヤス産業の畑で育った
　立派なキャベツ

▲技術指導を
受ける生産者

ピーマンの栽培ピーマンの栽培ピーマンの栽培

ほ場の木を確認
しながらスキル
アップ▶

　早
い
も
の
で
現
農
業
委
員
の
任

期
も
残
り
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
と
し
て
振
り
返
れ

ば
２
年
ば
か
り
で
す
が
、
農
業
行

政
に
お
け
る
地
域
農
業
の
発
展
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
い
、
自
分
な
り

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
編
集

す
る
と
い
う
役
割
も
、
た
く
さ

ん
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
を
生
か
し
て
情
報
収
集
や

執
筆
に
あ
た
っ
て
お
り
、
農
業
の

課
題
、
農
業
者
の
活
動
、
農
業
の

各
種
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　遊
休
農
地
の
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
、
農
業
者
年
金
の
加

入
推
進
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
や
る

べ
き
事
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
２
年
間
で
、
ニ
ュ
ー
ス
で

も
家
庭
や
知
人
と
の
会
話
で
も

「
農
」
を
大
き
く
取
り
上
げ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　家
庭
で
は
食
を
守
る
役
割
を

担
う
私
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

ご
家
庭
か
ら
も

「
お
米
や
野
菜
が

お
い
し
い
」
そ
ん

な
幸
せ
い
っ
ぱ
い

の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
け

た
ら
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　活
力
あ
る
女
性

農
業
委
員
と
し
て
、

残
り
１
年
も
精
一

杯
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　JA福島さくら遠野支店ではピーマンの
栽培が推進されていて、生産者6名で取
り組みを始めてから今年で３年目になり
ます。令和４年度は７aの畑で栽培され
ました。
　ピーマンの栽培には木の勢いが大切な
のですが、実がなりだすと枝が実の重さ
に耐えられなくなり折れてしまうことも
あります。そのため、列ごとに支柱を立
ててネットを横に三段ほど張り巡らせた
り、木の枝ぶりを見ながら剪定をしたり
して、木が実の重さに負けないようにし
ています。
　収穫は、実が大きすぎても、小さすぎ
てもいけないので、見本のキーホルダー
とピーマンをにらめっこしながら収穫し
ています。
　写真は畑に植えられてから約２ヵ月後
のピーマンで、指導員から生産にあたっ
ての技術指導を受けているところです。
　生産者は、指導員から病害虫の発生状
況や生理障害に関しての対策について、
ほ場の木を確認しながら教わってスキル
アップを図っています。
　ピーマンの栽培は市内の他の地区でも
取り組まれており、市全体で約40名の生
産者がいるそうです。もしスーパーなど
でJA福島さくらの名前の入ったピーマン
を見かけたら、ぜひ手に取ってご覧にな
って頂きたいと思います。

トピックストピックス

編
集
後
記

編
集
後
記

生田目祥明副編集長蛭田元起編集長 ・
志 賀 　 幸 ・ 田 子 耕 一 岡 村 泰 典・

新 妻 信 夫菅 野 　 綾 ・

（
執
筆

　志
賀
幸
）

（
撮
影
・
執
筆

　岡
村
泰
典
）

　天
栄
村
に
拠
点
を
構
え
る
マ

ル
ヤ
ス
産
業
株
式
会
社
は
、
い

わ
き
市
内
の
荒
廃
し
て
し
ま
っ

た
農
地
を
農
地
中
間
管
理
機
構

を
通
し
て
借
用
し
、
除
草
か
ら

耕
起
し
て
農
地
の
整
備
を
行
い
、

い
わ
き
の
暖
か
い
気
候
を
活
か

し
て
す
ば
ら
し
い
野
菜
畑
へ
と

復
活
さ
せ
ま
し
た
。

食
べ
て
笑
顔
が
出
る
野
菜
作
り

　マ
ル
ヤ
ス
産
業
は
、
産
業
廃

棄
物
の
中
間
処
理
（
堆
肥
化
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
場
や
畑

で
残
っ
た
残
渣
を
回
収
し
、
微

生
物
で
発
酵
を
促
進
し
、
イ
オ

ン
化
と
ミ
ネ
ラ
ル
で
臭
い
の
少

な
い
堆
肥
を
製
造
。
そ
の
堆
肥

を
使
っ
て
畑
の
土
を
作
り
、
そ

の
畑
で
野
菜
を
栽
培
し
、
出
荷

販
売
し
て
い
ま
す
。

　マ
ル
ヤ
ス
産
業
は
、
こ
の
食

品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
を
構
築

し
、
野
菜
を
食
べ
る
方
の
健
康

を
願
っ
て
、
安
全
で
ミ
ネ
ラ
ル

を
多
く
含
む
お
い
し
い
野
菜
、

食
べ
て
元
気
が
も
ら
え
る
野
菜

作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
、
食
べ
て
笑
顔
が
出
る

野
菜
を
提
供
し
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

浜
通
り
地
区
で
の
野
菜
作
り
を

拡
大　マ

ル
ヤ
ス
産
業
は
、2
0
1
8

年
に
久
之
浜
地
区
で
野
菜
作
り

を
開
始
し
、
2
0
2
1
年
に
は
、

四
倉
下
仁
井
田
地
区
で
約
5
ha

の
農
地
を
借
り
て
キ
ャ
ベ
ツ
の

栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
ほ
場
整
備
が
進
ん
で
い
る

平
神
谷
地
区
で
も
野
菜
の
栽
培

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

　こ
れ
に
よ
り
市
内
の
作
付
け

総
面
積
が

　ha
を
超
え
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
祭
開
催
で
地
域
貢
献

　マ
ル
ヤ
ス
産
業
で
は
、
い
わ

き
で
耕
作
を
開
始
し
た
当
時
か

ら
、
収
穫
祭
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
2
年
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
2
月
に
3
年

ぶ
り
の
収
穫
祭
を
久
之
浜
で
開

催
し
、
始
ま
る
前
か
ら
大
行
列

が
で
き
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　参
加
し
た
方
の
中
に
は
、

『
こ
の
収
穫
祭
を
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
』
と
言
う
方
も
多
く
、

参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
収
穫
祭

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　安
田
社
長
は
、「
皆
様
の
笑
顔

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
収
穫
祭
が
出

来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
わ
き
で
暖
か
い
気
候
を
活
か
し
た
野
菜
作
り

い
わ
き
で
暖
か
い
気
候
を
活
か
し
た
野
菜
作
り

い
わ
き
で
暖
か
い
気
候
を
活
か
し
た
野
菜
作
り

工
房
け
や
き
へ
提
供
す
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫
し
た

農
家
の
山
野
辺
さ
ん

工
房
け
や
き
へ
提
供
す
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫
し
た

農
家
の
山
野
辺
さ
ん

いわき市産新米を仕入れ

工房へ大根を提供しに訪れた山野辺さん

いわき市産新米を仕入れ

工房へ大根を提供しに訪れた山野辺さん

地場産品を使った
工房けやきのお弁当
地場産品を使った
工房けやきのお弁当

遠野
地区

（執筆　生田目祥明）
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